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1. 始めに 

1.1 著作権/認証/登録商標/免責事項 

最高のデジタル技術力で開発された弊社のデジタルビデオレコーダーご購入いただき、誠にありがとうござ

います。この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱い方を示しています。取扱

説明書をよくお読みの上、製品を安全にお使いください。お読みになった後は、いつでも見られるよう大切に

保管してください。 

 

著作権/認証/登録商標/免責条項 
 

著作権 

著作権法で取扱説明書のすべての内容を弊社の事前承認なく、コピーまたは、複製して使用することができません。 

 

認証 

CE,FCC,KCC 

 

登録商標 

Ethernet™ はXerox Corporationの登録商標です。 

Microsoft™,MS-DOS™,Windows(TMLogo),Windows™ and WindowsNT™ は米国及び他の国で使用されている米国Microsoft Corporation

の登録商標です。 
 

免責条項 

•製造者、輸入者または代理店は、傷害を含む偶発的な損傷または本製品の不適切な使用、操作によるその他損傷に対して責任を負

いません。 

•取扱説明書上の情報は現在の製品仕様を基に作成されました。今後新しい機能が追加されたり仕様が変更する事があります。本説明

書及び製品仕様は予告なく変更することがあります。 

 

注意事項 
ユーザーは製品を使用する前に、下記の注意事項をよくお読みください。表示した注意事項は安全に関す

る重要な内容を記載しているので、必ず内容を守ってお使いください。 

注意事項は危険、警告、注意で分類しています。 

区分 

 
危険 

使用者が死亡や重傷を負うおそれが大きい内容のご注意 

 
警告 

死亡や重傷を負うおそれがある内容のご注意 

 
注意 

軽傷を負うことや、財産の損害が発生するおそれがある内容のご注意 

 
重要 

操作上、要求事項及び制限事項を示しています。製品が損傷しないように該

当事項をよくお読みください。 

図記号説明 

 

してはいけない内容です。 

 

実行しなければならない内容です。 

 

 

 

●「注意」に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結び付く可能性があります。いずれも安全に関

する重要な内容を記載しているので、必ず守ってください。 

 

 

 

 



 

 5 

Advanced Digital Video Platform                                    取扱説明書 

 

 

 

分解や修理、改造したりしないでください。 

感電、発熱、火災などの原因になります。 

 

火気に近づけたり、火中へ投入したり、加熱しないでください。 

火災ややけどなどの原因になります。 

 

結露する場所、風呂場などの湿った場所、雨中などのぬれた場所で使用・保管しな

いでください。また、水洗いしないでください。 

感電、発熱、火災などの原因になります。 

 

ぬれた手で、本製品や接続する電気機器のプラグに触れないでください。感電の原

因になります。 

 

金属物を本製品内部に入れたりしないでください。感電、発熱、火災などの原因にな

ります。 

 

一般のゴミとして廃棄しないでください。ゴミ集積場やゴミ収集車内において、感電、

発熱、発煙、火災などの原因になります。 

 

ACアダプター、ACケーブルは付属以外のものを使用しないでください。 

感電、発熱、火災などの原因になります。 

 

接続する機器の定格をご確認いただき、定格を超える使い方をしないでください。感

電、発熱、火災などの原因になります。 

 

落下させたりハンマーでたたくなど、強い衝撃を与えないでください。感電、発熱、火

災など、本体破損の原因になります。 

 

転倒・落下しやすい場所（高い棚の上など）で充電・使用・保管しないでください。感

電、発熱、火災など、本体破損の原因になります。 

 

使用中は、本製品を移動しないでください。 

移動にともなう振動や衝撃によって、発熱による火災や感電などのけが、本体破損

の原因になります。 

 

 

 

本製品をご使用、保管する場所、使用する場所は清潔にしてください。粉じんや小さ

な金属物などが内部に入ると、短絡して発煙や発火のおそれがあります。 

 

ACケーブルを破損しないようにしてください。 

感電、発熱、火災などの原因になります。 

 

プラグのガタつき、変形などにより、根元まで確実に挿し込めない場合は使用しない

でください。感電、発熱、火災などの原因になります。 

 

風呂場などの湿気が多い場所では、使用しないでください。 

感電、発熱、火災などの原因になります。 

 

毛布などをかぶせた状態で使用しないでください。 

発熱、火災、やけどの原因になります。 

 

自動車の車内、トランク、荷台や直射日光下など高温になる場所で使用・保管しない

でください。 

本製品の故障や劣化の原因になり、発熱の原因になります。 

 

仕様中に雷が近づいた時には、ただちにACケーブルをコンセントから抜いてくださ

い。落雷により、コンセントから大電流が流れ、機器の故障、発熱、発火、火災などの

原因になります。 

 

ワレ、カケ、ヒビなど、液漏れ、発熱などの異常、ケーブルの損傷などが発見された場

合はただちに使用をやめて、代理店にご連絡ください。 

 

電源コードを製品に接続しない状態で外部機器と接続して下さい。製品とカメラで発

生する過電流によって感電の危険があります。 

 

警告 

危険 
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本製品が汚れた場合にはやわらかい布やタオルで拭いて下さい。お手入れの際は

絶対に化学溶液(シンナー、ソルベントなど)を使わないで下さい。 

 

自動車などで運搬する際は、本製品が動かないようにしっかり固定してください。本

体破損により、感電、発熱、火災などの原因になります。 

 

誤って落としたり、ぶつけたときは、ただちに使用を中止し、事故防止のため代理店

に点検修理を依頼してください。 

感電、発熱、火災など、本体破損の原因になります。 

 

 

 

不安定な電源や、電気的な衝撃により正常に録画されないことがあります。必ず、正

しい電圧でご使用ください。 

 

本製品は録画データをハードディスクに保存するように設計されております。ハードデ

ィスクの故障や予期しない他の故障によって正常に録画されないことがあります。製

品が正常に作動するように定期的な点検をして下さい。 

 

本製品はユーザーが直接使用環境を構成することができるようにインターフェースを

設計いたしましたが、ユーザーの設定ミスによって録画されない事があります。専門

知識を持った設置業者に設置依頼をしてください。 

 

本製品は外部装置(カメラ、センサー、LAN、HDD等)と接続しておりますので、設置環

境等に注意し専門知識を持った設置業者に定期的に製品の点検受けるようにして下

さい。 
※本製品は、1Kバイトは1,024バイト、1Mバイトは1,048,576バイト、1Gバイトは1,073,700,000バイトを表します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

重要 

注意 
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1.2 ACCESSORY  

 

 

[Quick Guide] 
簡易操作説明書(Option) 

 

[12V / 3.3A AC Adaptor 4Ch DVR] or 
[12V / 5A AC Adaptor 4Ch DVR] 

[12V / 5A AC Adaptor 8&16Ch DVR] 
※ 付属のアダプターは本製品専用です。他の機
器には使用しないでください。また、他の機器の
アダプターを本製品に使用しないでください。 

 

[AC Power Cable] 
電源ケーブル 

※ 付属の電源ケーブルは本製品専用です。他
の機器には使用しないでください。また、他の機
器の電源コードを本製品に使用しないでください。 
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[USB Mouse] 
USBマウス 

 

[ETC] 
4channel : Hard Disk 固定ネジ x 4 or 8 
8&16channel : Hard Disk 固定ネジ x 8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 9 

Advanced Digital Video Platform                                    取扱説明書 

1.3 ファームウェアアップデート 

1.3.1 本体からのファームウェアアップデート 

本体は直接ファームウェアのアップデートが可能です。 

ファームウェアアップデートは、製品の機能追加及び安定性向上のために必要な作業です。 

ユーザーは簡単な操作で製品のアップグデートを実行できます。 

ファームウェアアップデートは、次のように実行します。 
 

 

 ファームウェアバージョンを確認する。  

 

 

ファームウェアをUSBメモリーにコピーする。 

 

 

  ファームウェアをアップデートする。  

 
 

 

1.3.1.1 ファームウェアバージョン確認 

製品のファームウェアをアップデートする前に、現在使用中のファームウェアバージョンを確認し、 

最新ファームウェアバージョンとの比較をします。 

 

 製品ファームウェアバージョン確認 

➢ ファームウェアバージョン確認は、システムメニューの管理項目から行います。 

 
 

➢ 上図で表示されたファームウェアバージョンが、現在使用中のバージョンです。 

 ファームウェアファイルバージョン確認 

➢  左図の場合、「v1.0.0」部分がファームウェアバージョンです。 

 使用している製品のファームウェアバージョンが、最新バージョンよりも新しい（数字が大きい）場合はアップデートをしな

いでください。 
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1.3.1.2 USBデバイスを利用したFirmwareアップグレード(Type*.tgz) 

1) USBメモリーの rootのフォルダーにFirmware *.tgzファイルをコピーします。 

 

 

1.3.1.3 システムメニューを使用したファームウェアアップデート 

本体のシステムメニューからファームウェアアップデートを実行します。 

 ファームウェアファイルをコピーしたUSBメモリーを、装置の前面USBポートに接続します。 

 システムメニューの管理メニューに移動します。 

 

 ‘アップグレード’ ボタンを押します。 

 現在搭載されているファームウエア情報と製品コードの確認ができます。  

 使用中の DVR の製品コードとファームウェアアップグレードをするためのファイルの製品コードが異なる場合、 ファー

ムウェアのアップグレードはできません。 
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 アップデートは順に実行されます。 

 アップデートは状況により、1 分～ 5 分程度要します。  

 アップデート中は、絶対に USB メモリーを抜かないでください。製品が故障することがあります。 

 アップデート中は、絶対に本体の電源を切らないでください。製品が故障することがあります。 

 アップデートが実行されない場合、ディスクメニューのフォーマットメニューを使用して、USB メモリーをフォーマット後に

再度アップデートを実行してください。 

その際、誤ってハードディスクをフォーマットしないよう注意してください。 

 アップデートが完了すると、本体が自動的に再起動します。 

 ※本体が再起動を開始したら、 USB メモリーを装置から取り外してください。 

 

1.3.2 ウェブメニューからファームウェアアップデート 

USBメモリーを使用したファームウェアアップデート以外に、本体メニューのウェブサーバからアップデートすることができま

す。 

 ファームウェアアップデート方法 

➢ 製品をウェブサーバに接続します。 

（ウェブサーバ接続方法は本マニュアルの 7.1章 ウェブサーバ使用を参照してください。） 

➢ ウェブメニューから、システムメニューにある管理メニューをクリックすると、次のような画面が表

示されます。 
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➢ 上のメニュー画面で アップグレードボタンを押すと、新しいウィンドウが表示されます。 

検索..ボタンを押してアップデートするファイルを選択します。 

(ファームウェアファイルは、圧縮ファイル(*.tgz 又は *.tar.gz) 形式です。) 

 

➢ ファームウェアアップロードボタンを押して製品にファイルを転送します。アップロードが完了したら、

完了メッセージで確認できます。 

➢ アップロードされたファイルで、アップデートを実行するには、STARTボタンを押します。 

 現在搭載されているファームウエア情報と製品コードの確認ができます。  

 使用中の DVR の製品コードとファームウエアの製品コードが異なる場合、アップグレードはできません。 

 

➢ 進行状態はページのメッセージで確認できます。メッセージ内容は、進行状況によって下図のよう

になります。 

 

 

 

参照 
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➢ アップグレード処理中に本体が再起動しますがアップデートが完了しておりませんので電源を切

らないでください。  

 ファームウェアのアップデート中は、本体からメニュー変更は行えません。 
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1.4 前面パネル(STANDARD DVR) 

 

 
[Front panel of DVR] 

 

状態 LED 

DVRのRECとPOWER LEDを表示する 
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1.5 前面パネル(MINI DVR) 

 

 

[Front panel of MINI DVR] 

 

 

 

 

 

(1)  

(1) TERMINAL BLCIK 

• a. ALARM: 
• b. GNS: 
• c. REC:  

 

 

 

(2)  

(2)状態 LED 
• a.DVR の REC と POWER LED を表示する 

 

 

(3)  

 

(3) IR SENSOR 

•  

 

 

(4)  

 

(4) SD CARD SLOT 
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1.6 背面パネル (Analogue HD) 

 

16チャンネル後面 (2xHDD 装着可能) 

   

    

   
 

① ビデオ入力 BNC タイプのカメラ入力 ② ビデオ出力/ 
オディオ出力 

BNC ビデオ出力 / 
RCA オディオ出力 

③ VGA VGA モニター出力 ④ オディオ入力 RCA  オディオ入力 

⑤ ネットワーク 

4&8ch : Ethernet port x 1(Internet + IP 
Camera) 

16ch : Ethernet port x 1(Internet+ IP 
Camera) / Local Port x 1 (IP Camera) 

⑥ HD ビデオ出力 Full-HD ビデオ出力 

⑦ USB USB保存そ装置やUSBマウス用 ⑧ Terminal Block 1 8ch : Relay output NO/CM/NC 

⑨ DC 12V DC 12V アダプター入力 ⑩ Terminal Block 2 

4ch(2xHDD) : Sensor input 4port 
8ch : Sensor input 8 port 

16ch : Sensor input 16 port 
16ch : Relay output NO/CM/NC 
8ch&16ch: 外部キーボードや

PTZコントローラ入力 
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2. 始めに 

リモコンは、一部機能に対して未対応なため、本体の設定、再生及びアックアップ等すべての機能を使用する場合は、

USBマウスをUSBポートに接続して使用してください。 

 

2.1 接続及び開始 

 録画機本体に使用環境に合ったカメラを接続します。この時カメラの電源が入っていることを確認してください。 

 使用するモニターを出力端子に接続します。（デジタルビデオ出力端子(HDMI)、VGA 出力端子） 

 本体に電源を接続して、製品の電源を入れます。 

 システムが起動中、次のような初期画面を表示します。 
 

 
[初期ロゴ画面] 

 使用するモニターによって、初期ロゴ画面が表示されない場合があります。低い解像度に対応しないモニターでの現象

ですので、製品の不良ではございません。 

 初期工場出荷状態の解像度は、1920x1080 です。必ず 1920x1080 以上の解像度に対応するモニターを使用してくださ

い。 
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[初期設定] 

 システム言語 : DVRで使用する言語を設定します。 

 システムタイム・ゾーン : DVRで使用するタイム・ゾーンを設定します。 

 ビデオ信号形式 : DVRで使用するビデオ信号形式を設定します。 

 初期設定メニューで選択したメニュー設定は工場初期化状態でも適用されます。  

 
[ローディング画面] 

 

機器の初期動作準備が完了すると上図のような‘ローディング画面’が表示され、進行状況が表示されます。 

 ‘ローディング画面’が 表示された時点から設定された条件によって、録画を開始します。  

 ‘ローディング画面’では、内部的に出力画面を最適化するので画面が点滅したり、色合の異常が起こることがあります。  

機器の全ての動作準備が完了すると、自動でログインして下図のような画面が表示されます。  
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工場出荷状態（初期値）では、ADMINのアカウントで自動的にログインする設定になっています。 

 (‘ADMIN’アカウントの初期パスワードは‘1234’です。) 

自動ログインを使用しない場合はマウスを使用して、ログインアカウントを選択し、パスワードの入力を行います。アカウン

ト選択しパスワードを入力した後‘Enter’ボタンや‘確認’ボタンをクリックするとログインします。 

 
[ログイン画面] 
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システムにログインすると上図のような‘監視画面’が表示されます。 

 機器を起動する前に、カメラを接続することを推奨します。  

 

 
 

  : チャンネルタイトル表示 

  : カメラの情報を表示 

  : 常時録画状態 
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  : 録画停止状態 

  : イベント録画状態 

  : モーション検出 

  : センサー 検出 

  : オーディオ出力状態 

 

画面下の方にタスクバーが表示されます。 

 

 
 

 

 
現在の日付、時間 

 
ネットワーク 

遠隔接続状態 

 
USB保存装置 

接続状態 

 
ハードディスク 

書き込み中のHDD表示 

 

시간 변경 

 

カメラの色補正 

 

メインメニュー 

 (設定メニュー) 

 
分割画面  

 
PTZ  

検索/コピー 

  
Bookmark 

 
IP Camera Scan 

 
ライブ画面で 

再生PIP表示 

 
Network Wizard 

 
Log List 

 
ログオフ/ユーザー変

更 

    

 

  



 

 22 

Advanced Digital Video Platform                                    取扱説明書 

 

3. タスクバー 

タスクバーは、マウスポインタの位置を画面の下方に移動すると、画面に表示されます。メニュー設定で指定した時間後

や、Exitボタン( )を押す事で消すことができます。メニュー設定で常に表示することも可能です。 

 
 

3.1 状態表示 

現在時刻 / ネットワークケーブル接続有無 / USBストレージ接続有無 / シーケンシャル表示有無 / 現在録画されて

いるHDD番号 / 現在出力中のオーディオチャンネルを表示します。 

 

 : 現在時刻を表示します。(年/月/日/時/分/秒) 

 : ネットワークを通じて映像が転送される時、アクティブ表示になります。 

 : USBストレージが接続されている場合、アクティブ表示になります。 

 : 現在録画中のHDDの番号を表示します。 

 

3.2 ログオフ 

ユーザーが手動でログオフしたり、メニュー上でユーザーが設定した時間が過ぎると、自動的にログオフする二つの方法

で、現在のログイン状態をログオフできます。  
 

[タスクバーを利用したログオフ方法] 

 

 
 

上図に表示されたログオフボタンを選択すると、ログオフできます。  
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ログイン方法は、初期ログイン方法と同一です。 

一旦ログオフした後は、再度ログインするまで機器の操作は行えません。 

 

[ユーザーメニュー設定を利用したログオフ方法] 
主な設定メニューでユーザー→ログアウトメニューの設定によって、一定時間後自動的にログオフするように設定できま

す。 

 

3.3 メインメニュー 

下図に表示されたメニューボタンを押すと、機器のメインメニュー画面を表示します。 
 

 
 

 

3.4 検索メニュー 

下図に表示された検索ボタンを押すと、保存された映像を検索/再生する検索画面を表示します。 

 
 

3.5 画面表示方式 

リアルタイム監視画面の表示方式を選択します。単一チャンネル、分割画面表示、シーケンシャル表示から選択できま

す。 
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  : １画面表示 

  : 4分割画面表示  

  : 6 分割画面表示 

  : 8 分割画面表示 

  : 9分割画面表示  

 

3.6 パンチルト制御画面表示 

下図に表示されたボタンを押して、パンチルト制御画面を表示し、機器に接続されたパンチルトカメラを制御できます。 

 
分割画面状態でパンチルト制御画面を表示する場合、マウスを使用して選択したチャンネルに接続したカメラのパンチル

ト制御が可能です。チャンネルを選択してない場合は1番カメラのパンチルト制御になります。  

単一画面表示状態でパンチルト制御画面を表示すると、現在表示中のカメラに対してパンチルト制御が可能になります。  

 パンチルト制御をするためには、 パンチルトメニューを設定してください。 

 パンチルトカメラの対応プロトコルは下記の通りです。（プロトコルが違う場合、制御できません。） 

➢ PELCO-D 

➢ PELCO-P 

➢ PELCO-C 

[パンチルト制御画面] 
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 1 : PTZカメラのチャンネルを選択します。 

 2 : プリセット選定と移動 

 3 : ツアー機能スタートと終了を選択します。 

 4 : PTZ制御 

 5 : PTZ制御の大きさを調整します (小/大) 

 6 : PTZ関連メニューの速度やUTCタイプを設定する。 

 7 : 自動フォーカス調整を行います。 

 8 : 自動スキャンを行います。 

 Pelco-C (Coaxitron) 機能を支援するカメラを使う場合、［IRIS 開く］ボタンを用いてカメラのメニューを動作することが

できます。 

 

3.7 デジタルズーム 

下図に表示されたデジタルズームボタンを押すか、マウスのドラッグ動作でデジタルズームを制御できます。 
 

[マウスドラッグを使ったデジタルズーム] 

 
 

単一画面表示状態で、マウスの左ボタンを押したまま希望する領域をドラッグすると、選択された領域に対して拡大した映

像を表示します。拡大表示状態でマウスをクリックすると、元のサイズでの表示になります。 

 デジタルズーム機能は、リアルタイム監視画面と再生画面で使用できます。 

 デジタルズームは‘単一画面表示’状態で使用可能です。 
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3.8 システムログ表示 

下図に表示されたシステムログボタンを押すと、機器の主な履歴を表示するログが表示されます。  

  
 

 
 

1 2 3

 
 1 : 新たに発生したログが、一番上に表示されます。（最大10,000個のログが記録されます。） 

 2 : ログが発生した日付/時間を表示します。 

 3 : ログ情報を表示します。 

 ログリストに登録されるログは次の通りです。 

➢ Power ON/OFF: 電源 ON/OFF 

➢ Backup Start: バックアップ実行 

➢ Disk Format: HDDフォーマット実行 

➢ Factory Default: 工場出荷状態に初期化 

➢ Camera Menu Change: カメラ名変更 

➢ PTZ Menu Change: PTZカメラ設定変更 

➢ OSD Menu Change: OSD変更 

➢ Monitor Menu Change: モニター設定変更 

➢ Sequence Menu Change: シーケンシャル表示設定変更 

➢ Date/Time Menu Change: 日付/時間 変更 

➢ System Management Menu Change: システム管理メニュー変更 

➢ Sound Menu Change: オーディオ設定変更 

➢ User Management Menu Change: ユーザー管理設定変更 
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➢ Authority Menu Change: 権限設定変更 

➢ Logout Menu Change: ログアウト設定変更 

➢ Network Menu Change: ネットワーク設定変更 

➢ DDNS Menu Change: DDNS設定変更 

➢ Alarm In Menu Change: アラーム入力設定 

➢ Alarm Out Menu Change: アラーム出力設定変更 

➢ Buzzer Out Menu Change: ブザー出力設定変更 

➢ E-Mail Notification Menu Change: Eメール設定変更 

➢ Disk Management Menu Change: ディスク管理設定変更 

➢ Record Configuration Change: 録画設定変更 

➢ Record Schedule Change: 録画スケジュール変更 

➢ Firmware Upgrade Success: システム設定からのファームウェアアップグレード成功 

➢ Firmware Upgrade Fail: システム設定からのファームウェアアップグレード失敗 

➢ Admin(User 1 ~ 10) Auto Login: 自動ログイン 

➢ Admin(User 1 ~ 10) Login: ログイン 

➢ Admin(User 1 ~ 10) Password Fail: パスワード間違い 

➢ HDD # Fail For Write: HDD書き込み失敗 

➢ HDD # Fail For Read: HDD読み込み失敗 

➢ Network Connected : xxx.xxx.xxx.xxx: ネットワーク接続 

➢ Time Adjust: 時刻補正 

➢ Network Disconnected : xxx.xxx.xxx.xxx: ネットワーク切断 

➢ Watchdog Reset: 自動復旧 

➢ Menu Data Backup Succeeded: 設定値をUSBメモリーにバックアップ成功 

➢ Menu Data Load Succeeded: 設定値をUSBメモリーから復元成功 

➢ Menu Data Backup Failed: 設定値をUSBメモリーにバックアップ失敗 

➢ Menu Data Load Failed: 設定値をUSBメモリーから復元失敗 

➢ Camera Menu Changed In Remote: リモートでチャンネルタイトル変更 

➢ PTZ Menu Changed In Remote: リモートでPTZ設定変更 

➢ OSD Menu Changed In Remote: リモートでOSD設定変更 

➢ Monitor Menu Changed In Remote: リモートでモニター設定変更 

➢ Sequence Menu Changed In Remote: リモートでシーケンシャル設定変更 
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➢ Date&Time Menu Changed In Remote: リモートで日付/時刻 変更 

➢ System Management Menu Changed in Remote: リモートでシステム管理設定変更 

➢ User Management Menu Changed in Remote: リモートで管理メニュー変更 

➢ Authority Menu Changed in Remote: リモートで権限変更 

➢ To Logout Menu Changed in Remote: リモートでログアウト設定変更 

➢ Network Menu Changed in Remote: リモートでネットワーク設定を変更 

➢ DDNS Menu Changed in Remote: リモートでDDNS設定を変更 

➢ E-Mail Menu Changed in Remote: リモートでEメール設定を変更 

➢ Alarm input Menu Changed in Remote: リモートでアラーム入力設定変更 

➢ Alarm Output Menu Changed in Remote: リモートでアラーム出力設定変更 

➢ Buzzer Menu Changed in Remote: リモートでブザー設定変更 

➢ E-Mail Event Menu Changed in Remote: リモートでイベントEメール設定変更 

➢ Disk Menu Changed in Remote: リモートでディスク管理設定変更 

➢ Continuous Record Menu Changed in Remote: リモートで常時録画設定変更 

➢ Schedule Record Menu Changed in Remote: リモートで録画スケジュール変更 

➢ Record Misc Menu Changed in Remote: リモートで録画設定変更 

➢ FAN Error: ファン回転エラー 

➢ Copy Success: コピー成功 

➢ Copy Fail: コピー失敗 

➢ Backup Start: バックアップ開始 

➢ Backup Stop: バックアップ停止 

➢ Power OFF: 電源OFF 

➢ HDD [NUMBER] HAVE BEEN INSTALLED : DVRに搭載されているHDD表示 

➢ HDD [NUMBER] HAVE BEEN REMOVED : DVRから削除されたHDD表示 
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4. 検索及び再生 

4.1 検索 Window 

カレンダーと時間選択表で時間検索を行います。 

 

          
 

 

再生HDD選択 

(一般録画HDD     

ミラーリング録画

HDD) 

 

カレンダー表示 

 

再生画面分割モード 

変更 

 

再生画面で再生画面PIP

表示 

 

再生動作制御 

ジョグシャトル 

 

現在の再生時間 

時間入力検索 
 

カレンダー検索モード 

 

パノラマ検索モード 

 

スマート検索モード 

 

イベント検索モード 

 

Bookmark 再生 

 

Bookmark 追加 

 

USB ストレージ  

再生 (*.dvr) 

 

録画データコピー 

 

再生画面 

 

再生スナップショット 

一時停止/シングルチャ

ンネルでのみ使用 
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[録画タイムテーブル] 

◆  : 録画テーブル間隔(基本間隔3時間)  

◆ マウスホイール(上·下)動作で録画テーブル間隔の調節 

◆   : 録画テーブル時間移動 

 
 

 
 

 検索 HDD：検索する HDDタイプを選択します。 

➢ 録画：録画で設定されているHDDを検索する。 

➢ ミラー：ミラーリングで設定されているHDDを検索する。 

 

 
 

 カレンダー：検索する日付を選択するカレンダーを表示します。該当日付に録画データがある場合、明るい青色で表示されま

す。  

➢ 録画データがある日付を選択すると、その検索結果を時間単位で時間表示エリアに表示します。

  

 

 

 分割モード選択又は検索タイプを設定します 

 

 
 

 再生画面で再生画面PIP表示 

 

 
 再生制御: 検索画面の映像表示窓で、再生映像の再生速度等を制御します。 

 

 

 現在再生中の時間を表示します。 そして、右側の上·下ボタンを使用して目的の時刻を検索する

ことができます。. 
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 カレンダー検索モードで録画データ検索ができるようにする。. 

 

 

 目的のチャンネルを選択し、30枚の時分秒単位のパノラマ検索ができるようにする。. 

 

 

 希望するチャンネルを選択し、指定した領域に動きのある区間を検索できるようにする。. 

 

 

 イベント検索：希望するイベント条件で検索します。 

 

 

 Bookmark 指定した区間を検索できるようにします。. 

 

 

 再生中に必要な区間をBookmarkに指定する。. 

 

 

 USB保存デバイスにコピーされた*。dvr形式のバックアップデータを再生する. 

 

 
 録画データをUSB保存装置にバックアップする. 
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  : 録画テーブル間隔(基本間隔3時間)  

 マウスホイール(上·下)動作で録画テーブル間隔の調節 

   : 録画テーブル時間移動 

 黄色の垂直線をマウスドラッグ&ドロップし、希望する時間に再生を開始する. 

 

4.2 パノラマ検索 

パノラマ検索は希望するチャンネルを16分割画面に表示し、希望する 時/分/秒 単位に展開して再生します。 

 
 

4.2.1 基本動作 

 選択したチャンネルを、時間単位で30分割画面で表示します。 

 マウスをダブルクリックして 30 分割画面の領域を選択します。 

 30分割画面で希望する時間（時）を選択すると、分単位で表示できます。 

 30分割画面で希望する分を選択すると、秒単位で表示できます。 

 下のボタンを押して、単位検索の変更や次の時間を表示できます。 

➢  : 選択した時間の再生をします。 



 

 33 

Advanced Digital Video Platform                                    取扱説明書 

 

 上図のようにパノラマ検索で選択した時間は、自動的にバックアップメニューの開始時間に入力されます。  終了時間

は、10 分後まで入力できます。 

➢ : パノラマ検索単位で移動する。(例：現在が分単位検索の場合、時間単位検索に移

動) 

➢  : パノラマ検索を分単位で移動する。（例：現在が時間単位検索の場合、分単位検

索に移動） 

➢  : パノラマ検索を秒単位で移動する。（例：現在が分単位検索の場合、秒単位検索

に移動) 

➢  : パノラマ検索で、前の時間に移動する（例：現在17～33秒検索の場合、 1

から16秒検索に移動） 

➢  : パノラマ検索で次の時間に移動する。（例：現座1～16秒検索の場合、 17

～33秒検索に移動） 

➢  : 選択したチャンネルをパノラマ検索する。 

 

4.3 イベント検索 

        
 

イベント検索の時間選択は上図のように‘タイムバー’から希望する時間をマウスで選択し設定します。 

 イベントリストは、一度に 20 個ずつ 25 ページまで表示します。（最大 500 件） 

 イベントリストが 500 件を超えたら、イベント検索開始時間を調節して再度検索してください。 
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4.4 SMART檢索 

        

 

希望するチャンネルを選択し、指定した領域に動きのある区間を検索できるようにする。 

 

再生PreviewWindowでマウスで検索したい領域を指定して検索を押すと、領域に動きが感知された時間を検索する。. 
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4.5 バックアップ 

 
 

 開始：録画したデータのバックアップ時間を設定します。  

 終了：録画したデータのバックアップ終了時間を設定します。  

 タグ名：バックアップするデータが記録されるファイル名を指定します。 

 装置：バックアップするデータを記録する保存装置を選択します。. 

 チャンネル選択：録画したデータからバックアップするチャンネルを選択します。  

 バックアップ開始：選択した時間と条件でバックアップを開始します。バックアップを開始した後は、

バックアップ画面に進行状況が表示され、‘コピー停止’を選択するとバックアップを中止できます。 
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USB メモリーにバックアップが正常に行われない場合、ディスクメニューの フォーマットメニューを使用して USB メモリーをフォーマットし

ます。 
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5. 設定 

ステータスバーで設定メニューを選択するかリモコンでメニューを選択すると下記のような画面が表示される。 

 
 

5.1 カメラメニュー設定 

チャネル名, 映像, PTZ, CAMポートなどの設定を行う。 主メニューでカメラを選択する。 

 

 

5.1.1 タイトル名設定 

 チャネル名: カメラ表示名を設定する。 バーチャルキーボードから最大10文字までの英文名が表

示可能です。 

 日本語は入力できません。 



 

 38 

Advanced Digital Video Platform                                    取扱説明書 

 

 

 

5.1.2 映像(only Analogue Hybrid-DVR) 

カメラ映像の明るさ / コントラスト / 色合い / 彩度 の調整。. 

 

  
0~ 100%まで選択できます。設定するには上記図の50％タブを右ダブルクリックすると下記の図のよ

うな設定画面がポップアップしますので調整が可能です。 

ボタンを押すと該当チャンネルの現在SD HDELAY / SD VDELAY 表示します。 
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  : 選択したチャンネルの映像画面を補正できます。 

 
 

 明るさ : 入力カメラの明るさ程度を設定することができます。 

 コントラスト : 入力カメラの一番明るい部分と一番暗い部分との相対的な差を設定することができ

ます。 

 色相 : 入力カメラの色相を設定することができます。 

 彩度 : 入力カメラの彩度を設定することができます。 

 SHARP : 入力カメラの SHARP を設定することができます。 

 SD HDELAY : SD(アナログ)カメラ映像の水平位置を調節します。. 
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 SD VDELAY : SD(アナログ)カメラ映像の垂直位置を調整します。 

 

5.1.3 PTZ 

 
 アドレス: RS-485 に接続したPTZカメラのID番号 

 プロトコル: PTZ 制御に使用されるプロトコルを選択(PELCO-D, PELCO-P, PELCO-C, et

c) 

➢ PELCO-C : TVI カメラは Coaxtron方式を使いカメラのメニューの操作ができます。 

HIK Type 1 or 2を選択します。 

 ボーレート:  RS-485 速度選択 

 詳細設定:  自動フォーカス, 自動アイリス(IRIS), パンチルト速度, ズーム速度, フォーカス

調整速度, IRIS速度などのPTZ詳細設定 

 自動フォーカス, 自動アイリス機能は一部 PTZ カメラと互換性がありません。 

 

5.1.4 モーション 

モーション領域及び感度設定の変更。 
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 感度: 1 ~ 10まで選択可能. 値が大きいほどモーション検知感度が高い. 

➢ 感度 1: 動き検知感度が鈍感 

➢ 感度10: 動き検知感度が敏感 

 領域設定: モーション検知する領域を選択。 32x24で領域設定可能.  

 

 領域設定ボタンをクリックすると上記のような領域設定メニューに入る。 

 マウス左クリックを押したままマウスを動かし領域を設定.。 

 青色で選択された領域がモーション動作を検知する領域。 

 領域設定した範囲に動きが検知されるとモーション検知を画面で確認できる。 

 多数の領域を指定可能。 
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➢ 全体選択: チャネルの全体画面をモーション領域で指定する。 

➢ 全体解除: チャネルの全体画面をモーション領域から削除する。 

➢ 保存後終了: 設定した領域を保存した後、メニューを閉じる。 

➢ キャンセル: 選択した領域設定をキャンセルする。 

 

5.1.5 プライバシー設定 

カメラの映像の一部を隠すことが可能です。 

 

 
 

 エリア設定 : カメラの映像の中で隠すエリアを設定します。 

 

5.1.6 カメラポート 

DVRのカメラポートに接続するIPカメラに関する設定です。DVRにIPカメラを接続する前にネットワークメニュー

のIP 設定とローカルポートの設定を環境に合わせて設定してください。 
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➢ マニュアル : ネットワーク上にあるIPカメラをNVRに接続して使うときに使用します。 

✓ 手動でIPカメラを接続する場合、イーサネットまたはローカルポートを選択して接続することができます。 

✓ イーサネット: イーサネットポートに接続する場合、'イーサネット'を選択します。 

✓ ローカル: ローカルポートに接続する場合、'ローカル'を選択します。 

✓ 取り消し : マニュアル接続をキャンセルします。 

 手動に接続の際、Frame と GOP はいつも同一に設定しなければならないです。 

 

➢ RTSP URL: DVRでサポートしないカメラを接続する際、映像だけを表示できるようにRTSPをサポ

ートします。 

 RTSP に接続の際、ビデオ映像だけを持ってくるので、モーション/アラームなどの機能を使用できないです。 

 RTSP に接続の際、Frame と GOP はいつも同一に設定しなければならないです。 

 接続した IP カメラの ID とパスワードの設定値が基本値と違えば、"詳細な設定" を用いて正しく指定しなければ

ならないです。 

 

 詳細な設定 ( ): DVRに接続するIPカメラ情報を入力できます。IPカメラの基本設定値が自動で

入力されています。 

 DVR に接続する IP カメラの IP アドレス/RTSP ポート / HTTP ポート / HTTP 形式/ID /パスワードが初期値ではない

場合、DVR の設定を変更しなければならないです。 
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➢ IPアドレス : DVRに接続するIPカメラのIPアドレスを入力します。 

✓ 基本値: 4チャンネル: 192.168.1.201 ~ 204 / 16チャンネル: 192.168.1.201 ~ 216 

➢ RTSPポート : DVRに接続するIPカメラのRTSPポートを入力します。 

✓ 基本値 : 554 

 RTSP ポートの設定値が IP カメラと異なる場合、下記のようなメッセージが画面に表示されます。 

 

➢ HTTPポート: DVRに接続するIPカメラのHTTPポートを入力します。 

✓ 基本値 : 80  

 HTTP ポートの設定値が IP カメラと異なる場合、下記のようなメッセージが画面に表示されます。 

 

➢ HTTP形式 : DVRに接続するIPカメラのHTTP形式を指定します。 

✓ 基本値 : HTTP 

➢ ユーザーID : DVRに接続するIPカメラのユーザーIDを入力します。 

✓ 基本値 : admin 

➢ パスワード : DVRに接続するIPカメラのユーザーパスワードを入力します。 

✓ 基本値 ： Onvif カメラの初期パスワード 
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 DVR につなげようとする IP カメラの情報が一致しないと、ライブ監視および録画ができません。 

➢ モデル : DVRからサポートするIPカメラのモデルを表示します。 

➢ Cfg. ENABLE : ONにすると手動で接続したカメラの録画 / カラー設定を録画機で設定できます。 

 スキャン : NVRからサポートするIPカメラを検索します。 

 

 

 ネットワーク上にある IP カメラを接続する際に使用し、IP カメラ接続形式が手動の時、使用します。 

➢ モデル : ネットワーク上にある検索されたIPカメラを表示しあます。 

➢ MAC : ネットワーク上にある検索されたIPカメラのMACアドレスを表示します。 

➢ IP : ネットワーク上にある検索されたIPカメラのIPアドレスを表示します。 

➢ CH : NVRに接続されたIPカメラのチャンネルを表示します。 

➢ CHマッピング: ネットワーク上にある検索されたIPカメラをNVRチャンネルに割り当てることができ

ます。 

 CH マッピングをして NVR に IP カメラを接続する時は必ず NVR の接続しようとする Network ポート(イーサネットポート

又はローカルポート)と IP カメラの IP アドレスが同じセグメントに位置しなければならないです。 

➢  : Scan完了されたIP CameraをScan Listから選択してNVRに希望のチャ

ンネルに割り当てる。 

➢  : NVRに 割り当てる チャンネルを選択する。 

➢  : SCANを実行する。 

➢ : ONVIF ProtocolでSCANする。 
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5.2 画面設定メニュー設定 

画面上の表示情報, 画面出力と関連ある設定を変更できます。 

 

 
 

5.2.1 OSD 

本体の表示関連情報の設定変更。 カメラタイトル / 境界線色 / 言語などを設定。 

 

 
 ツールバー表示時間: リアルタイム監視画面上で下に表示されるステータスバーの表示時

間を設定。 

 時間表示 : 再生画面の時間表示のON/OFF。. 

 カメラタイトル表示: カメラメニュー上で設定されたチャネルタイトルの表示のON/OFF。 

 録画状態アイコン表示: 録画ON/OFF 及び録画モード(連続録画, イベント録画など)を知ら

せるアイコンの表示のON/OFF。 

 境界線 : 分割画面表示のとき, カメラとカメラ間の境界線色の選択。 

 境界線色 : 境界線を表示する場合,境界線の表示色の選択。  

 イベントアイコン表示: 動き検知, センサー, ビデオロスなどのイベントを表示するアイコンの

表示ON/OFF。 

 言語: システム言語を設定. 最初は日本語に設定されている。 
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➢ サポート言語: 英語 / 韓国語 / ドイツ語 / ポランド語 / 日本語 / 中国語/ ロシア語 

 

5.2.2 モニター設定 

本体の出力解像度 / ポップアップ動作 などを変更できる. 

 
 

 アラームポップアップモード: アラーム(センサー入力)が発生したチャネルに対し単一画面表示モ

ードでポップアップ映像の表示ON/OFFを設定。 

 アラームポップアップ保持時間: アラームポップアップモードを使用する場合,単一画面表示モード

に移動後その状態を維持する時間を設定。 継続的にアラームが発生した場合はポップアップし

た状態を継続維持する。 

 モーションポップアップモード: 動きを検知するチャネルに対し単一画面表示モードに移動し映像

表示ON/OFF。 

 モーションポップアップ保持時間: モーションポップアップモードを使用する場合, 一画面表示モー

ドに移動し、その状態を維持する時間を指定。そのチャネルで連続的に動きが検知される場合、

画面は状態を維持する。  

 メイン映像出力解像度: デジタル映像出力とVGAで出力される映像の解像度を決定.。1024x768 

/ 1280x1024 / 720P / 1080P / 2560x1440 / 3840x2160 中から選択可能で, 使用者が使用

するモニターに最適化された解像度を設定する。 OK ボタンを押すと変更された設定が適用され

る。  

 モニターが HD 解像度をサポートしない場合は. 本体の解像度を VGA 解像度に変更し使用してください。 

 720p / 1080p 解像度を VGA ケーブルを使用して接続する際には VGA ケーブルを接続してから 本体の電源を ON に

してください。 

 工場出荷解像度値は 1024x768 なので 1024x768 の解像度をサポートするモニターが必要です。 

 ビデオロス無効時間 : ビデオロス発生後、ビデオロスを無視する時間を設定する。 

 ビデオロス有効/無効 : ビデオロス検知動作の有/無をチャンネル別に設定する。 
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5.2.3 シーケンス 

自動シーケンシャルの時間の設定 

 

 
 シーケンス保持時間: 各チャネルの出力を保持する時間の設定。設定した時間が過ぎると次のチ

ャネルへ移動します。 

 スポット保持時間： スポットの出力を保持する時間を設定。 

  

5.2.4 スポット 

スポットモニター出力の映像をシングル画面または分割画面で設定できます。 

 

 

 スポットマスク : スポット出力のチャンネルを隠すことが可能です。. 
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 スポット動作モード : スポット出力画面のシングル画面または分割モードを選択できます。 

 シングル出力モード : スポット動作モードをシングルにした時、DVRの起動後の表示チャンネルを

設定します。 

 4マルチモード : スポット動作モードを分割にした時にDVRの起動後の表示画面を選択できます。 

 9マルチモード : スポット動作モードを分割にした時にDVRの起動後の表示画面を選択できます。 

(8CH / 16CH DVRのみ)
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5.3 ディスク設定 

保存装置に関連した設定。 

 
 

5.3.1 設定 

 
 

 上書き: HDDが録画データで一杯になった場合, 古いデータを削除して新しいデータを保存す

るモード。 

 録画時間設定: 録画されている映像の保存期限を指定する。 (12時間 ~ 2ヶ月) 

 HDD S.M.A.R.T EVENT COUNT : HDDの S.M.A.R.T エラーが発生した時、エラーを感知す

る基準値を設定。 

 Reallocated sector count : 不良セクター 

 Current pending sector count : 代替処理待機セクタ数 

 Uncorrectable sector count : 回復不可能なセクター数 

 3 ヶ所 RAW 合計（1-99:任意設定）になった場合、SMART エラーのシステムログを記録. 設定値以上になった場

合、イベント出力する。 

 Spinup retry count : カウントされた場合、SMART エラーシステムログを記録 
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 録画HDD設定: 本体に接続されているHDDを録画モードまたはミラーモードに設定する。赤色

で表示されているHDDアイコンを押すとHDDの動作設定及びS.M.A.R.T情報を表示する。 

 

 

➢ 録画: 選択したHDDを録画モードで使用する。 

➢ ミラー: 選択したHDDをミラーリングモードで使用する。 

➢ ミラーリング動作設定方法 

 ミラーリング動作を使うためには最低２台の HDD が必要です。 

 ミラーリング動作に使用可能な HDD は、互換性 List を参照ください。 

➢ 1) 2つのHDDを装着後、録画で使用するHDDを選択しHDD TYPEを録画に設定する。 

 

➢ 2) 2つのHDDを装着後、ミラーリングで使用するHDDを選択しHDD TYPEをミラーリングに設

定する。 

 

➢ 設定を保存して録画メニューへ移動する。 
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➢ 録画メニューのその他設定へ移動する。 

➢ ミラーリング設定をONにする。 

➢ ミラーリングタイプを「全て」または「イベント」に設定する。 

✓ 全て ：  録画HDDに記録されるデータをミラーリング HDDへも記録する。 

✓ イベント ： 録画HDDの動作に関係なくイベントが発生した時のデータをミラーリングHDDに記録する。 

➢ ミラーリングHDDに記録するチャンネルを選択する。 

✓ 録画HDDに関係なく、選択したチャンネルのみミラーリング HDDに記録する。 

 

 

 S.M.A.R.T : 該当するHDD のS.M.A.R.T 情報及び状態を確認できる。 

 
➢ GOOD: HDDの S.M.A.R.T 診断機能による結果が良好なことを意味する。 

➢ BAD:  HDDの S.M.A.R.T 診断機能よる結果が良くないことを意味する。 

 HDD の S.M.A.R.T 情報は HDD によりサポートしない場合もあります。 
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5.3.2 フォーマット 

 
 HDD タイプ: 初期化する HDDを選択する。 

➢ 録画: 録画HDDを初期化する。 

➢ ミラーリング: ミラーリングHDDを初期化する。 

 HDD フォーマットにかかる時間は容量により異なります。. 

  

 USB デバイスの合計容量と使用可能な容量を表示します 

 USBデバイス: 本体でフォーマットするUSBメモリーの接続を選択する。 

 USB メモリー及び外付け HDD のフォーマットが可能。 

 フォーマットすると全てのデータが削除されるので注意してください。 

 


